
第４学年２組算数科学習指導案 

 

                         日 時：平成２９年６月１４日（水） 
                        授業者：多久和 雅俊  
                                  

１ 単元名 「折れ線グラフ」（総時数８時間） 

      

２ 単元の目標 

                             
・資料を折れ線グラフを用いて表すことのよさや有用性に気づき、生活や学習に生かそうとする。                   

【算数への関心・意欲・態度】 
 ・折れ線グラフから資料の特徴や傾向について考えている。                             

【数学的な考え方】 
 ・目的に応じて資料を折れ線グラフに表したり、それを読んだりすることができる。 
                             【数量や図形についての技能】 

 ・折れ線グラフは数量の変化の様子を分かりやすく表すことができることを知り、その表し方や読

み方を理解する。                        
【数量や図形についての知識・理解】 

   
３ 指導と評価の計画 （全７時間） 

時 ○主な学習活動と・児童の反応 
評価 

関 考 技 知 評価規準（評価方法） 

１ 

＊扇風機プレゼント大作戦＊ 

○どんな企画書を作るのかを知

り、学習の見通しをもつ。 

・グラフに表すと説得力があり

そう。 

・どんな企画書が完成するか楽

しみ。 

○  

 

 

  企画書を作ることに関心をも

ち、グラフを用いて表そうとし

ている。 （発言・観察） 

２ 

○表と棒グラフと折れ線グラフ

を比較し、折れ線グラフについ

て理解する。 

・折れ線グラフだと変わってい

く様子がよく分かるな。 

   ○ 折れ線グラフの読み方が分か

る。 （発言・観察・ノート） 

３ 

○教室の気温データを折れ線グ

ラフに表す。 

・折れ線グラフのかき方が分か

った。 

  ○  気温データを折れ線グラフに

表すことができる。 

（発言・観察） 

※ 

４ 

○折れ線の傾きの度合いと変わ

り方の関係を考える。 

・線のななめ具合でどれくらい

変化したかが分かる。 

 ○   変化の様子について、線の傾き

に表されることに着目して考

え、その特徴を読み取ってい

る。 （発言・観察・ノート） 



※ 

５ 

○大きく変化するグラフをかく

ために、目盛りの取り方と傾き

の関係を考える。 

・波線の意味が分かった。 

・いる部分だけグラフにすれば

見やすいんだ。 

  ○  目盛りをかえた様々なグラフ

をかいたり比べたりする活動

を通して、目盛りの取り方と傾

きの関係を考えることができ

る。（発言・観察・ワークシー

ト） 

６ 

本 

時 

○グラフから気温が上がり始め

る時間や傾きが急な時間を読み

取り、扇風機を使うとよさそう

な時間帯と理由を考える。 

・11：00 頃から暑くなり始める

からその時間どうかな？ 

 ○   折れ線グラフから 3年教室の気

温の特徴と傾向を読み取り説

明している。（発言・観察・ワ 

（
学
活
） 

○お願いカードを作成する。 

・お願いカードが完成した。 

・これで校長先生に暑さが伝わ

るといいな。 

     

７ 

○棒グラフと折れ線グラフを重

ね合わせたグラフを読み取る。 

・縦軸が２つあった。 

・１枚のグラフに２つのことが

かける。 

   ○ 棒グラフと折れ線グラフを重

ね合わせたグラフから、資料の

読み取りについて理解してい

る。 

（発言・観察・ノート） 

 

※児童の意識の流れを大切にし、理科で扱ったデータを利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の学習 

（１） ねらい 

   ３年生教室の気温の変わり方グラフから、とくに扇風機を使うと涼しくなる時間帯を考えることを

通して、グラフの特徴や傾向を考えることができる。 

 【数学的な考え方】 

 （２）展 開 

主な学習活動と予想される児童の反応（・） ○教師の支援 ◆評価 

作戦６；扇風機を使うとしたら… 

１．前時に作ったグラフを提示し、今日の学習を児童と決める。 

 

 

・いつ扇風機をつけたらよさそうかな。 

・一番気温が高くなっているときがいいんじゃないかな。 

・線がすごくななめのところがいいと思うな。 

 

２．ワークシートに自分の考えを書く。 

 ・ぼくは 13：30 からつけるといいと思う。だって、気温が一番高

くなっているのはこの時間だから。 

 ・私は 10:30 からがいいと思う。だって、気温が急に上がり始め

るから上がる前に扇風機をつければあまり急にはあがらないと思

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． グループで扇風機を使うとよいと考える時間を話し合う。 

（１）グループで話し合う。 

・10：30 から気温が上がり始めているから 10：30 からでどう？ 

・12：30 頃に気温が一番高くなっているからここでしょう。 

  

（２）全体で話し合う。 

・気温が高くなる前に涼しくしておきたいから…。 

 ・11：30 から涼しくしておけばグラフはもっと… 

 

（３）グループでの話合いに戻る。 

 ・やっぱり一番暑い時がいいと思う。 

 ・他のグループの意見を聞いて考えが変わった。10：30 からつけ

た方がいいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○扇風機カードを用意してグラフに

置きながら考えられるようにす

る。 

○考えが書けず困っている児童に

は、一緒にグラフを読み取り一番

暑くなった時や急に暑くなりはじ

めた時間帯を確認する。 

○早くに考えを書き待っている児童

には、他にもよさそうな時間帯は

ないか考えるよう促す。必要に応

じて扇風機カードを追加して渡

す。 

♦とくに扇風機を使うと涼しくな

る時間帯を考えることを通して、

グラフの特徴や傾向を考えてい

る。 
（発言・観察・ワークシート） 

 

○グループに１つラミネートしたグ

ラフを用意する。 

○扇風機カードやホワイトボードマ

ーカーを使いグラフに考えを直接

書き込めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇風機をつけるとよさそうな時間帯を考えよう。 



 

４．自分が一番伝えたいことを決め、企画書の【提案】に書き入れ

る。 

・はじめは気温が一番高いところがいいと思ってたけど、みんなの

話を聞いたら気温が高くなる前がいいと思った。 

 

 

○考えが変わったら、内容を変えて

書いてよいことを伝える。 

 

 
 

 
（３）本時の評価 

評価の観点 
十分満足できると判断される児童

の具体例 

おおむね満足できると判断される

児童の具体例 

支援を必要とする児童への指導の

手立て 

数学的な
考え方 

３年生教室の気温の変わ
り方グラフから、とくに扇
風機を使うと涼しくなる
時間帯を考えることを通
して、進んでグラフの特徴
や傾向を考え、自分の言葉
で説明しようとしている。 

３年生教室の気温の変わ
り方グラフから、とくに扇
風機を使うと涼しくなる
時間帯を考えることを通
して、グラフの特徴や傾向
を考えることができる。 

気温が一番高くなってい
る時間や傾きが急な時間
帯を一緒に確認する。 
 

  


